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【背景と目的】
調査会社IDCによると,世界中の2800万ものビジネスユーザーが,1日あたり合計10億件も
の IMをや りと りして い る。 この こ とか ら IDCでは,同 ア プ リケ ー シ ョンが ,企 業 の コ ミュニ ケ
ーションツールとして重要な地位を占めるようになったと述べている。IDCは,2004年には3億
1500万ドル規模だつた企業向けIM市場が,2009年には7億3600万ドル規模に成長すると見込
んでいる。IDCの報告書によると,企業におけるIMの利用を促進しているのは,以前までプラ
イベートでIMを利用していた人たちだと報告している。従来,家庭でMSN Messengerなどを使
つていた人々が,IMをビジネスコラボレーションツールとして利用し始めたのである.IMを取
り入れることに熱心な業界としては,金融サービスと公共部門が挙げられる。会計関連の新規則
などに対応する必要がある業界では,通信内容のモニタリングやアーカイブ作りを支援するツー
ルに対する需要が高い。
中国にはMSNメッセンジャーの使用率は 16。%であり,YAH00メッセンジャーの使用率
は6.2%であり,QQメッセンジャーの使用率は63.4%である。 QQメッセンジャーの登録ユ
ーザー数は4億3000万で,同時オンラインユーザーは 1600万である。
しかし,日本製携帯電話に使えるアプリ (例えば,iアプリ,ezアプリ,vアプリなど)の
1つ当たりのメモリ容量に制限があり,大体 50KByteから400KByteまでである。普通の日本
製携帯電話は中国語フォントを搭載していないので,中国語の入力と表示ができない。中国
語を入力と表示するためには,中国語フォントをアプリの中に書き込みしなければならない
が,中国語の標準GB2312の文字数は6763字であり,現在の日本製携帯電話のメモリ容量に
は中国語入力,表示用アプリを搭載することができないのが現状である。
そこで,本プロジェクトでは独自の文字圧縮アルゴリズムを提案するとともに,中国語の
入力が出来るパソコンでしか操作出来なかったQQMessengerを日本の携帯電話で楽しむこと
の出来る新しい次世代コミュニケーションツールを開発した。
【研究成果】
本研究では,中国語を母国語とする在日中国人 (約60万人)を対象に,中国本土 ・香港 ・台
湾 及び日本国内で中国語を使用したコミュニケーションの出来る新たな携帯ツールである中国
語携帯インスタントメッセンジャーシステム (図1参照)を開発した。
本システムは,携帯電話のメッセージ送信機能から専用サーバを経由してQQ MeSSengerを使用
している方に対してメッセージを届ける事が出来る。自分宛てにメッセージが届いた時は,専用
サーバを経由して携帯電話の受信メッセージで知ることができる。
さらに,ピンインから中国語漢字を入力することが出来るので,今まで携帯電話のメール
入力画面で苦労して漢字を組み合わせて中国語を表現していた事が嘘のように快適にメッセ
ージのやりとりを楽しむことができる。
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図1 中国語携帯インスタントメッセンジャーシステム図
【プロジェクト成果】
本プロジェクトでは独自の文字圧縮アルゴリズムを提案するとともに, 日本語と英語のフ
ォントしか搭載していない日本の携帯電話で中国語を入力,表示メール送受信できる中国語
携帯インスタントメッセンジャーシステムを開発した。
本システムは,独自提案した圧縮アルゴリズムに基づき,すべての中国語文字フォント
(6763字),文字コー ドと入力方法が含まれた中国語携帯インスタントメッセンジャーシス
テムアプリであり,必要なメモリ容量は 100KByte以下で実現している。本システムは,AU
の公式サイ トの許可を得て,インターネットワー トにも接続 されてお り,ホームページ
hip:〃― j―qqoCOmからフリーダウンロー ドができる。本システムは日本国立大学の技術とし
て2006年3月から商用化されている(図1参照)。
【利用施設】平成 16年度については,VBL施設の利用は該当なし。
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